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富 士 山 

 
○ 火山活動評価：静穏な状況 

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しています。 

 

最近の活動状況の推移 

 

○ 概況 
・地震や微動の発生状況（図１） 

富士山の山体北東側の深さ 15km 付近を震源とする深部低周波地震、山体直下を震源とする高周

波地震はいずれも少なく、地震活動は静穏に経過しました。 

火山性微動は観測されませんでした。 

 
図１※ 富士山 月別地震回数(1995 年６月～2007 年２月） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                        図２ 富士山 気象庁の観測点配置図 

                          （小さな白丸は観測点位置を示しています） 

 
 


